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マクニカ・富士エレ ホールディングス株式会社 
平成28年3月期 第2四半期 

決算説明会資料（プレゼン編） 

2015年11月2日 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると 
 判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。 
 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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※企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年 

 4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

 富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月 

 1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

 

※当第2四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から 

 2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

 富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日 

 まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

 

※2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

 

※2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレク 

 トロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 

 

※2016年3月期下期予想は、株式会社マクニカ及び富士エレクトロニクス 

 株式会社の2015年10月1日から2015年3月31日まで（6ヶ月）の連結 

 業績を連結しております。 

 

※2015年11月2日に2016年3月期通期予想の修正を発表しました。 
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Ⅰ 2016年3月期上期実績 

連結業績ハイライト（前年同期比） 

（単位：億円） 
2014年度 

上期実績※2
 

2015年度 

上期実績※1
 

差異 
前年 

同期比 

売上高 1,650 2,011 361 21.9% 

売上総利益 212 228 16 7.5% 

営業利益 55 54 ▲1 ▲1.9% 

経常利益 50 57 7 13.6% 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

34 56 22 64.4% 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    当第２四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 

（参考） 
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Ⅰ 2016年3月期上期実績 

連結業績ハイライト（予想比） 

（単位：億円） 

2015年度 

上期予想 

（7/27発表） 

2015年度 

上期実績※1
 

差異 予想比 増減要因 

売上高 1,878 2,011 133 7.1% 

サーバー・ストレージ、車載、海外ロー
カルビジネスが伸長 

ネットワーク事業の拡大 

売上総利益 239 228 ▲11 ▲4.7% 

携帯端末、メモリー等の大型ビジネスが
拡大 

円安進行による仕入原価の増加 

営業利益 60 54 ▲6 ▲10.0% 人員増及び売上増加に伴う変動費の増加 

経常利益 64 57 ▲6 ▲10.1% 営業利益の計画未達による 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

58 56 ▲2 ▲2.8% 営業利益の計画未達による 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    当第２四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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連結貸借対照表 

Ⅰ 2016年3月期上期実績 

（単位：億円） 
2015年 

9月末 
主な要因 

 流動資産 1,931 
現金及び預金231億円、売上債権806億円、商品762億
円等 

 固定資産 143 有形固定資産65億円、投資その他の資産63億円等 

資産合計 2,074 

 流動負債 858 仕入債務412億円、短期借入金177億円等 

 固定負債 141 長期借入金79億円等 

負債合計 999 

純資産合計 1,076 
資本金100億円、資本剰余金426億円、 

利益剰余金475億円等の株主資本が999億円 

負債純資産合計 2,074 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    当第２四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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連結キャッシュ・フロー計算書 

Ⅰ 2016年3月期上期実績 

（単位：億円） 

2015年度 

上期 
主な要因 

営業活動による
キャッシュ・フロー 

▲13 

税金等調整前四半期純利益76億円、仕入債務の増加等の増加要因が

あったものの、売上債権の増加、たな卸資産の増加及び負ののれん
発生益の計上等の減少要因があったことによるもの 

投資活動による
キャッシュ・フロー 

▲12 有形・無形固定資産及び貸付金の純増等の減少要因によるもの 

財務活動による
キャッシュ・フロー 

46 
配当金の支払い等の減少要因があったものの、短期及び長期借入金
の純増等の増加要因があったことによるもの 

現金及び現金同等物
の期末残高 

230 
期首に比べ19億円増加し、株式移転により73億円及び連結の範囲の
変更に伴い3億円それぞれ増加 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    当第２四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 
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セグメント別：連結売上高 
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Ⅰ 2016年3月期上期実績 
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集積回路及び電子デバイスその他事業（用途別） 

1,895億円 前年同期比＋22.0％  

Ⅰ 2016年3月期上期実績 
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集積回路及び電子デバイスその他事業（品目別） 
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Ⅱ 2016年3月期予想 

連結予想ハイライト 

（単位：億円） 
2014年度 

実績※2
 

2015年度 

前年比 

上期実績※1
 下期予想※3

 
通期予想※4 

（11/2発表） 

売上高 3,420 2,011 1,959 3,970 16.1% 

売上総利益 436 228 215 443 1.6% 

営業利益 110 54 43 97 ▲11.9% 

経常利益 97 57 45 102 4.7% 

親会社株主に帰属
する当期純利益 

56 56 19 75 33.1% 

※1 企業結合に関する会計基準に基づき、株式会社マクニカについては2015年4月1日から2016年3月31日（12ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社については決算期の変更に伴い2015年3月1日から2016年3月31日（13ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    当第２四半期連結累計期間は、株式会社マクニカの2015年4月1日から2015年9月30日まで（6ヶ月）の連結業績、 

    富士エレクトロニクス株式会社の2015年3月1日から2015年9月30日まで（7ヶ月）の連結業績を連結しております。 

    2016年3月期より、ドイツのMacnica GmbHが連結対象となりました。 

※2 2015年3月期に関しましては、マクニカ（2015年3月期）と富士エレクトロニクス（2015年2月期）の単純合算となります。 

※3 2016年3月期下期予想は、株式会社マクニカ及び富士エレクトロニクス株式会社の2015年10月1日から2015年3月31日まで（6ヶ月）の連結 

    業績を連結しております。 

※4 2015年11月2日に2016年3月期通期予想の修正を発表しました。 

 

（参考） 
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集積回路及び電子デバイスその他事業 

（単位：億円） 

景気は不透明感が強く、半導体市場は弱含み。 

携帯端末は、需要増により大きく拡大。 

コンピュータは、サーバー・ストレージ市場向けが好調。 

車載は、市場が減速するも、新規ビジネス立ち上がり等によりフラット。 

通信インフラは、設備投資一巡化によりフラット。 

産業機器は、FA機器・計測器等の在庫調整等により不透明。 
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Ⅱ 2016年3月期予想 
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セキュリティ市場は引き続き拡大傾向。 

標的型攻撃に対応する高度なセキュリティ関連商品が拡大。 

セキュリティ市場向けの関連機器も引き続き好調。 

クラウド関連のソフトウェアやエンドポイント・セキュリティ商品等の 

   新規商材に期待。 

（単位：億円） 

ネットワーク事業 
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Ⅱ 2016年3月期予想 
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①配当予想 

株主の皆さまの日頃のご支援に感謝の意を表すとともに、この度の経営統合

および東京証券取引所市場第一部指定を記念いたしまして、2016年3月期の

期末配当において１株あたり5円の記念配当を実施させていただくことといた

しました。この結果、2016年3月期の1株あたりの期末配当は、普通配当35 

円とあわせて40円となる予定であります。 

配当の回数については中間配当並びに期末配当の年2回を原則としております

が、当連結会計年度につきましては、マクニカ・富士エレ ホールディングス

株式会社発足の初年度ということもあり、期末日を基準とした年1回の配当を

予定しております。 

Ⅲ 株主還元 

年間配当金 

第2四半期末 期末 合計 

円 銭  円 銭 円 銭 

2015年3月期 － － － 

2016年3月期 － 

2016年3月期（予想） 40.00 40.00 
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②株主優待 

内容 
 

Ⅳ 株主還元 

① 優待商品 

専用カタログの中から 

お好きなものを1点選択する 

ことができます。（3000円相当） 

② 優待クラブオフサービス 

宿泊・レジャー・スポーツ・ショッピング 

・グルメ等の施設やサービスを割安な価格で 

利用可能な会員特典を付与します。 

（全国20,000店舗以上、1年間有効・何回でもご利用いただけます） 

保有株数 優待内容 

100株以上～200株未満 QUOカード 1,000円分 

200株以上～500株未満 下記2種のうち①または②のどちらか一つをご選択いただけます。 

500株以上 下記2種①②両方ご利用いただけます。 

対象・開始時期 
 
毎年3月31日現在の株主名簿に記載または記録された、1単元（100株）以上を
保有する株主様を対象といたします。 

贈呈時期は、毎年6月ごろを予定しております。 

※写真はイメージです。 

※写真はイメージです。 

20 

2016年3月期上期実績（連結） 
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経営方針 

21 

Ⅰ 経営方針 

ミッション 
存在意義 

中期ビジョン 
目指す姿 

バリュー 
価値観・行動指針 

先端技術・情報・グローバルネットワークの活

用とたゆみなき自己革新により、新しい価値を

創造し続ける。 

最良の商品・サービス・情報、そして最良の技

術サポートを提供することにより、世界市場に

おいてかけがえのない企業を目指す。 

① お互いを信頼し合い尊重する。 
自ら相手の信頼を得るよう努力をする。 

② オープン・フェア・フラットなコミュニケーションを 
心がける。 
一体感をもって、明るく楽しく元気よく行動する。 

③ 高い志と熱い想いをもち、最後まで諦めずに 
積極果敢に行動する。 

④ 時代の変化を先取りし、ダイナミズムと 
スピードをもって革新し続ける。 

⑤ 無限の可能性を信じ、何事にもチャレンジすることで 
成長し続ける。 

22 

経営環境と中期基本方針 

エレクトロニクス・ 

情報通信産業 

IoTの勃興 

自動車の更なる電子化 

技術の高度化 

顧客のグローバル化 

半導体産業 

半導体産業の成熟 

統合によるメーカーの 

規模拡大 

用途の拡大 

日本市場の縮小 

総合半導体商社化と 

競争激化 

データ・ITサービス産業 

ビッグデータ市場の拡大 

オープンデータ化 

クラウド利用企業の増加 

サイバー攻撃の高度化 

成長の追求による優位ポジションの確立 

1 成長戦略 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

② グローバル戦略の強化 

2 中期経営目標 

① 統合効果によるシェア拡大 

③ 成長加速の施策 
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商材 
Top10顧客：56% 

Top11-20顧客:9% 

中堅・中小:35% 

顧客：売上比率 
*2015年度上期 

1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

顧客 

国内（半導体事業） No.1ポジションのさらなる拡大 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

国内（半導体事業） No.1ポジションのさらなる拡大 

A社 
5.2% 

B社 
4.9% 

C社 
4.6% 

D社 
4.2% 

E社 
4.0% 

F社 
4.0% 

G社 
3.4% H社 

3.4% 

I社 
3.3% 

その他 

56.3% 

半導体商社の半導体売上ランキング（日本市場） 

CY2014 

Source: Gartner, “Market Share: Semiconductor Distributors, Worldwide, 2014” 25 February 2015, 

Chart created by Macnica based on Gartner data. 

マクニカ   6.7% 

富士エレ (その他に含む) 2.5％  

⇒mF 9.2％ *Macnica Estimate 

   (mF=マクニカ+富士エレ） 

mF Holdings 
12.0% 

CY2018  
目標 

Source: Macnica 

24 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：①統合効果によるシェア拡大 

統合による生産性・経営効率の向上 

国内外拠点の共同体制における効率化 

情報システム・物流機能等の共通化・効率化 

各種情報・ノウハウの共通活用 

25 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

共通業務の効率化 

各種投資負担の軽減 

人材交流・最適配置による効率化 

外部取引ランニングコストの削減 

Fuji-Ele (5) 

Macnica Asia Pacific(10) 

Macnica Network USA 

Cytech(17) 

Galaxy(11) 

Cytech Global(7) 

Macnica Americas(11) 

Macnica DHW(3) 

Macnica GmbH(7) 

Macnica UK(1) 

Asia Pacific 

Korea 

Shanghai 

Thailand 

Hong Kong 

Taiwan 

Malaysia (KL/Penang) 

15か国：65拠点 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

26 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

 
  

Neophotonics 

Analog Devices 

Skyworks 

Rochester Electronics 

Massachusetts 

Maryland 
Arxan  

SafeNet 

 

Colorado 
Ping Identity 

British Columbia 
Sierra Wireless 

Oregon 
Lattice 

Mentor Graphics 

Perpetua 

Radisys 
Ontario 

Open Text 

Sandvine 

Maine 
Fairchild   

North Carolina 
Cree 

Wolfspeed  

   

Hong Kong  
Maestro 

Taiwan 
Advantech 

Transcend 

Faraday 

MediaTek 

CMSC 

Malaysia 
Dominant 

Korea 
ELK 

Germany 
Infineon 

Wurth Elektronik 

PHOENIX CONTACT 

France 
IPDiA 

Israel 
AudioCodes 

Radware 

Texas  
Texas Instruments 

Silicon Laboratories 

Adaptec by PMC 

ALTERA 

Cephasonics 

CoAdna 

GainSpan 

Linear Tech. 

Mellanox 

Midokura 

PMC-Sierra 

HGST 

Aruba 

Barracuda 

Blue Coat 

Box 

Connectem 

CrowdStrike 

Dell SonicWALL 

FireEye 

Gigamon 

GitHub 

Imperva 

Infoblox 

Juniper 

McAfee 

MobileIron 

Nutanix 

PLUMgrid 

Pulse Secure 

Remotium 

Skyhigh Networks 

Splunk 

Stoke 

Tanium 

Violin 

Viprela 

ZNYX 

Avago 

IDT 

Marvell 

Peregrine 

Lumileds LLC 

Cavium 

Cypress 

Intersil 

Redpine 

Sigma Designs 

SiTime 

Qualcomm 

Broadcom 

Finisar 

MICREL 

Mosys 

Rfaxis 

AMD 

ISSI 

Japan 
アイチマイクロ 

NTTエレクトロニクス 

京セラ 

DMC 

メガチップス 

ラピスセミコンダクタ 

リコー 

ザインエレクトロニクス 

タッチエンス 

立山科学ワイヤレス 

ヒミコ・ソリューションズ 

ローム 

NF回路設計ブロック 

オルタステクノロジ 

九州電通 

Step Technica 

UK 
FTDI 

New Jersey 
AEON 

Silicom 

Ulticom 

Florida 
Citrix 

Thales e-Security  

Arizona 
Microchip 

Everspin 

On Semiconductor 

Singapore 
Plunify 

Prism Microwave 
Finland 

Ireland 
Taoglas 

California 

Lebanon 
Multilane 

Swiss 
STMicro 

u-blox 

Washinton 
InterPoint 

Illinois 
COILCRAFT  

Australia 
ams 

国内契約仕入先の海外展開 

＊国内での契約の仕入先一覧    （海外子会社の仕入先は除く） 

27 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

0

200

400

600

800

1,000

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 

アジアローカル市場 

（単位：億円） 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

28 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

(予想） (計画） (計画） (計画） 
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北米・欧州市場 

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

※Macnica Americas及び、Macnica UKは現在非連結子会社 

Source: Gartner, “OEM, ODM and EMS Semiconductor 

Demand, Worldwide, 2014” 20 April 2015, 

Chart created by Macnica based on Gartner data. 

（単位：US$） 

*2 : EMEA＝ヨーロッパ、中東及びアフリカ 

29 

*1 : Total Addressable Market ＝ 有効市場規模 

*1 

*2 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

0

50

100

150

200

Americas Asia/pacific EMEA Japan

半導体TAM(CY2014) 

Design TAM Purchasing TAM

1 成長戦略：②グローバル戦略の強化 

グローバル技術ブランド  

Helio 
Altera SoC Platform 

PCI Express Driver 

Integration Tool 

V-by-One HS IP 

30 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：③成長加速の施策 

31 

差別化した高付加価値ソリューションの展開 

IoT-M2M-Industry4.0 

デバイスから接続・クラウド・分析まで 

あらゆる階層にソリューションを提供 

インターネット/クラウド 

デバイス 

ゲートウェイ 

蓄積・制御 分析・学習 

データセンター 

可視化 

セキュリティ 

転送 
入力 

収集・演算 

制御 

Internet of Things 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

1 成長戦略：③成長加速の施策 

32 

マーコム* 強化による顧客層の拡大 
*マーケティング・コミュニケーション 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：③成長加速の施策 

33 

国内随一のセキュリティ対策ソリューションの提供  

 セキュリティ研究センターブログによる情報発信 

マーコム* 強化による顧客層の拡大 
*マーケティング・コミュニケーション 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

1 成長戦略：③成長加速の施策 

34 

Eコマースサイト“Macnica Online Store(MOS)” による新市場開拓 

 新発想の「デマンドクリエーション（需要創出型）オンラインストア」 

 「メイカーズ」を初めとする幅広い顧客層にデバイスとソリューションを提供 

Top10顧客：56% 

Top1１-20顧客:9% 

中堅・中小:35% 

顧客：売上比率 
*2015年度上期 

メイカーズ 等 

マーコム* 強化による顧客層の拡大 
*マーケティング・コミュニケーション 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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1 成長戦略：③成長加速の施策 

35 

新規事業への布石 

グループ成長を一段と加速していくための 

更なるM&A 

半
導
体
事
業 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

新 

規 

事 

業 

＋M&A 

Macnica Ventures始動 

 海外のビジネスパートナーの発掘 

 新規事業創出のための戦略投資 

 

M&Aによる成長 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 

2 数値目標 

36 

売上高 5,000億円以上 

当期利益 

ROE 

100億円以上 

8％以上 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2014年度 

（参考） 

2015年度 

予想 

・・・・ 2018年度 

目標 

売上高 

成長戦略 ① 統合効果によるシェア拡大 ② グローバル戦略の強化 ③ 成長加速の施策 

[2018年度] 

0

20

40

60

80

100

2014年度 

（参考） 

2015年度 

予想 

・・・・ 2018年度 

目標 

当期利益 <億円> <億円> 

Ⅱ 中期経営計画（2016年～2018年度） 
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